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              午前９時３０分 開会 

○中西委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は８名でございます。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員

会を開会いたします。 

 本日は、教育委員会関係の報告事項、所管事務調査を行います。 

 また、午後１時３０分より備前市立日生中学校へ視察に伺いますので、委員会閉会後、議会ハ

イエースに御乗車ください。 

 それでは議事に入ります。 

 所管事務調査に先立ち、教育委員会からの報告事項をお受けいたします。 

********************** 報告事項 *********************** 

 事前に報告事項がある旨連絡を受けておりませんが、何かございますでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、以上で報告事項を終わります。 

********************** 所管事務調査 *********************** 

 次に、所管事務調査を行います。 

 委員長より、ＡＬＴについて本日の所管事務調査をすることを通知しております。 

 皆さんのほうから何かございましたら。 

○立川委員 こども園でどのようなことをしているのか、アシスタントでしょうから、イメージ

がつかないんで、その辺具体的な御説明いただけたらありがたい。 

○文田幼児教育課長 こども園でのＡＬＴですけれども、イングリッシュタイムという時間を持

ちまして、１５分、長くても３０分ぐらいそういった時間を持って英語の勉強というか、歌った

り踊ったり、時にはカードで、絵で示したりとかしながらそういった時間を過ごしています。 

 生活の中で、一緒に生活することで英語が耳から入って身につくというところもありますの

で、一緒に行事をしたりとか、折り紙を折ったりとか、そういった普通の生活の中で英語を身に

つけるところを目標にしてます。 

○立川委員 日常の生活の中にということで今イメージをしたけど、幅が広いと思うけど、例え

ばゼロ歳児の子に英語だけ聞かせておく、それもいいでしょうけど、じゃあ６歳児の方にはもう

園任せということですか。ある程度指針は出しておられるんですか。 

○文田幼児教育課長 教育政策課に英語教育グループの担当がおりますので、そちらのほうで研

修を行ったりとか、幼児教育向けの英語の教育についての研修なども行って、どの園でも同じよ

うな対応ができる体制にはしております。計画的なところも年度の当初につくっておりまして、

日々会計年度の職員ですので、報告なども受けておりますので、内容を確認しております。 

○立川委員 本当にゼロ歳児の子に、昔はやりましたね、聞くだけのラーニングとか、３歳児で

はおっしゃるように歌ったり、踊ったりということも可能でしょうけど、そういった指針は今お
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っしゃったように英語グループが主体的に各園にこうやりませんかという伝達をしてるというこ

とでよろしいですか。 

○文田幼児教育課長 そちらのほうで全体統一したものを準備しております。ゼロ歳児とかは歌

ったり、踊ったりは難しいと思うんですけれども、園の中で例えば英語の絵本を飾ってあったり

とか、壁面にそうした絵柄を貼り付けたり、英語のもので表示したりとか、そういった工夫もさ

れていますので、自然な生活の中で英語に触れるというところを大切にしています。 

○立川委員 今おっしゃったように職員は会計年度任用職員とのお話があり、当然そうだろうと

思うけど、その継続性というか、今おっしゃったスタンスでやりましょというのが職員が会計年

度で替わられたりしたら、その辺の対応はどうお考えになってらっしゃるんでしょうか。 

○畑下総合教育部長 会計年度でございますが、こういった形は継続してやっていけるようにや

ってまいりたいと思います。 

○立川委員 それ気になって、例えば先生が替われば多少変わるのかなと。学校なんかでもそう

でしょうけど、変わってきますので、そういった生活の中での英語、語学と言いながら慣れるの

が一番だと思いますので、そういった継続性のある方針で臨んでいただけたらと思います。 

○青山副委員長 ふだんの園内あるいは小学校、中学校内でのＡＬＴとのコミュニケーション、

担任なり英語教員なり、即座に取れるようなコミュニケーションはなされてるんでしょうか。ど

ういう方法でやられているのか。 

○谷口小中一貫教育課長 小・中学校の話になりますが、授業中はもちろんですけど、授業外で

も自然に日常的な触れ合いの中で子供たちがＡＬＴの先生と関わりを持つということが自然にで

きているのかなというところが一つ。例えば給食時とか昼休みとか、そういったときにＡＬＴの

先生がテレビ放送とかで少し英語になれ親しむようなプログラムを放送してくださったりといっ

たことも工夫されています。などで日常的な触れ合い、それから休み時間の活用といったあたり

がとても自然になじむような形で学校現場には入ってくれているのかなと思っています。 

○青山副委員長 教員、英語のＡＬＴが１人でやるという場面もあると思うけど、授業について

いったり、あるいは一人一人でやることについても何でもありというんじゃないんじゃないかと

思いますし、先日も一般質問でしたけど、例えば生徒の支援員制度の特徴を伝えたり、あるいは

この授業ではこういうことをやってほしいということを細かく伝えることも必要なんだというこ

とをおっしゃってました。英語のできる教員であったり、あるいは日本語ができるＡＬＴじゃな

いとなかなかそういうところが伝わらないということをお聞きしたけど、そういうところの配慮

はどのようになされとんでしょう。 

○谷口小中一貫教育課長 授業につきましては、小学校の場合主に英語の専科教員という者がお

ります。英語の教員免許を持った者が授業を受け持つということになっております。基本的に

は、日本人の英語専科の教員が主になって授業を進めます。ＡＬＴは、あくまでもアシスタン

ト、助手という形で授業には参加していただいております。 
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 授業の事前、事後についても、英語の専科教員を中心に授業の打合せ、それから授業を行った

後の評価であったり、振り返り、次の時間どうしていこうかという方向性を確かめたりといった

あたり、時間はとても限られてはいるんですが、限られた時間の中で打合せ等しっかり行うよう

にコミュニケーションを取っておるというところでございます。 

 それから、英語専科以外の教員との触れ合いですけど、なかなか時間の確保が難しい面もある

んですけど、学校によってはＡＬＴの先生を囲んで研修といいますか、コミュニケーションを取

る機会を意図的に設けたりとかして、少しでもＡＬＴの先生が一職員として職員室の中にもおっ

ていただける形を取りながら、日常の指導にもつなげていくようなことに努めているところでご

ざいます。 

○青山副委員長 昨年は、２５名それぞれに配置するところが１３名ということで、足らないと

ころは兼務でやられているということもお聞きしましたし、私のお聞きした小学校では英語専門

の先生が３校を受け持っているということで、その先生がそれぞれの学校で行うところへ出向い

ていってということもされてるようですけど、例えば１校に１人の専任の英語の先生はおられる

状況でしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 小学校の英語の専科教員という者が、国や県の加配教員となっており

ます。その加配教員が受け持つ授業のこま数とか、ある程度制限のある中での配置ということに

するような内容となっております。それゆえに、兼務をお願いしているという事情があります。

ですので、３校を兼務してくださってる先生、４校を兼務してくださってる先生おられます。あ

とは非常勤の先生、非常勤講師の先生が受け持つというケースもございます。それぞれの学校と

か、人材とマッチングをさせながら配置に努めているというところでございます。 

○青山副委員長 今回の議題にも上げられている各校１学年に１人ということとも関係するかも

しれないけど、十分日頃のコミュニケーションが取れて、なおかつ効果のある指導をしていただ

ける体制づくりが大事と思うんで、現況をお聞きしたけど、各校かなり苦労されてることもお聞

きします。そういうことは教育委員会に伝わっているといいますか、日頃学校との連絡の中でそ

ういう問題点が出てないですか。 

○谷口小中一貫教育課長 なるべく我々も学校現場とのコミュニケーションを図りながら、でき

ることを考えていっているところでございます。なるべく現状の把握に努めながら、今後の体制

もまたどういう形がいいかなというところは考えてまいりたいと思います。 

○藪内委員 現実４月１日から始まるわけですが、現状の把握も把握ですけど、具体的に前お聞

きしたところ８５名が可能なのかどうか。可能になった場合にさっきこども園のことは、様子は

お聞きしましたけれど、小・中学校の場合も具体的な絵が浮かばないですよね。どういう生活を

子供たちもし、そしてまたＡＬＴの方も１日どれぐらい、週どれぐらい、どういう働き方される

んでしょうか。絵が浮かぶような感じで御説明いただけたらと。 

○中西委員長 このＡＬＴは所管はどこになるんですか。 
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○畑下総合教育部長 教育政策課になりますが、今日課長は体調不良のため不在なので、教育総

務課長と部長で答えさせていただきます。 

○文田幼児教育課長 こども園では１園に１人ずつなので、１０人１人ずつ１日１人を園に配置

する予定になっております。昨年度は委託で行っておりまして、そのときも１日ＡＬＴが園で過

ごす形でした。繰り返しなるんですけど、生活の中で英語を身につけるというところが目的です

ので、保育教諭ではないので、保育に当たるということはできないですけれども、一緒に御飯を

食べたり、園庭で遊んだりだったり、そういったところで関わっていて英語を身につけるという

ことになってくると思います。 

○谷口小中一貫教育課長 外国語の授業でありましたら、各学年に１名ずつのＡＬＴの配置とな

った場合、校内の全員のＡＬＴの先生がその１時間の授業に集まっていただいて、例えばグルー

プごとに専任のＡＬＴの先生に見ていただく形を整えるっていうことが考えられるかと思いま

す。それによって、今だったら１人のＡＬＴの先生、それからもう一人の日本人の教員が子供と

英語で関わる時間というところがまだまだ限られているというところがかなり充実が図れるのか

なということを思っております。 

 それから、各学年に１人ずつということになりましたら、日常的にＡＬＴの先生がおられると

いうことは、子供たちもより構えることなく自然体でコミュニケーションを取っていく中で、英

会話のこともそうですし、国際的な感覚といいますか、なかなか言葉で表現するのは難しいとこ

ろもあるんですけど、そういうところも子供たちが日常生活の中で味わったり、感じたりていう

ことができるのかなと思っております。 

 それから、環境面でいきますと、今も学校で例えば掲示板とかにも英語の表記のあるものが飾

られてたりとか、階段の上がりがまちというんですか、ああいうところにも掲示があったり、そ

れが今度は各教室にもそういう掲示物が充実してより英語が近くなる、そういう環境づくりにも

寄与していただけるんではないかということを思っております。 

○藪内委員 小・中で英語の時間がどれぐらいあって、先ほどから出る英語の専科教員とかＡＬ

Ｔの方が週にどれぐらい教室でというか、いろんな日常の場面でもでしょうが、決まってるよう

な決まってないような。 

 英語に慣れるということだったら今使い方が違うかたも分かんないけど、黒板、新しいやつあ

りますよね。ああいうので英語のシャワーでどんどん流したりとか対応できることもあるでしょ

うしね。ＡＬＴを各学年１人ということは実質１クラス１人ですよね。もっとふだんから常に教

室にいる感じでみたいなことはオーバーワークというか、無理でしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 日常的にというのが外国語の授業だけ来るんではなくて、ほかの時間

帯も一緒に授業に入られる、ＡＬＴの先生がというところも想定しております。ですので、休み

時間も常に教室におられるていうことも考えれるでしょうし、そういう中で本当に遊びを通じて

とか、ちょっとしたコミュニケーションを通じてっていうところで自然と英会話ができる場面が
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今よりかなり増えるのかなということを思っております。 

○藪内委員 そのように常におられるんであれば何でも聞きたいときに時間が空くじゃなく、す

ぐに聞けるということは非常にいいことなんで、それが本当に実現するんであればでとてもいい

ことだと思います。 

 そういうことを重視するんであれば、私の勝手な考えですが、もっとこども園のほうに集中さ

せるとかして、とにかく最近よく言われる英語耳とか言われますけれど、そういうところから入

っていくんであれば小・中よりもこども園、もう本当小っちゃいときから英語に特化していく町

とするんであれば、でもそれはいいのかどうかもしれませんけれど、それを目指すんであればこ

ども園のもっと小っちゃいときからもう耳にがんがん入れてもらって、多分小っちゃい子にとっ

てはリンゴと教えてもらうのもアップルから、発音はできないですけど、そんなときから自然に

入れるように、その辺どうでしょうか。 

○文田幼児教育課長 こども園では学校のように机に座って授業とかではないので、園の中の活

動とか、生活の中で英語を身につけて、自然にいけたらいいなと思っています。各園１人ずつと

いうことで、ゼロ歳から５歳児まであるんですけれども、全体として英語の教育というか、そう

いったところで触れることができるのではないかと思ってます。園も地域によって大きな園とか

小さな園もありますので、ＡＬＴの配置についてはひょっとしたら大きな園には２人なり、３人

なり、必要だったりする場合もあるかもしれないですけれども、そういったところも学校のＡＬ

Ｔの配置と調整しながらできるのではないかと思います。 

○藪内委員 よく私言うけど、そこもバランスで、前から言いますように例えば備前中と三石中

や日生中みたいに少ないところと、同じ１人と。絶対バランスおかしいじゃないですか。そうい

うのも確保できた場合によく考えていただいてやってほしいと思います。 

○奥道委員 ８５名の方にＡＬＴで来ていただくということがすごいなというのが私の実は本当

の実感でして、この人たちの日常生活どうすんかなという。例えばトラブルに巻き込まれないと

は限らんじゃないですか。そういったときにアドバイザーなりなんなりがいらっしゃるのかなと

いうことが一つ疑問であったが、どうですか。 

○畑下総合教育部長 そういう部分につきましては、今後生活支援とか、そういう対策について

のものを委託する予定でありますので、そういったところでも対応していただく形になります。 

○奥道委員 今回これだけの方をお招きできるということにすごいなというか、私私学畑でした

から１，０００人の学校で３人しかいないＡＬＴを取り合いっこするということは知ってます。

そういう中で、これだけの数の方が本当に来られたらすごいな、でも反面先ほど申し上げたよう

なことがあるんだろうなと。 

 今年取りあえずお迎えする、継続的にも多分やっていただけるんでしょうけど、具体的には４

月からスタートといううちに各学校配置、具体的に本当になる、稼働を始めるというたらいいん

ですか。それも４月からと理解しとけばいいですか。それとも、夏休み明けてからとか、まだ分
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かりませんか。 

○畑下総合教育部長 一応、できるようには準備はしてるんですが、４月１日からすぐにという

ことには、１日からは採用するんですが、それまでにこちらのほうで幾らか研修をして、それか

ら学校配置っていう形にしていこうと思ってます。 

○藪内委員 今、奥道委員も聞かれましたけれど、今日３月７日でこれ決まるのがもう少し先。

そっから４月１日の採用、現実問題どうでしょうか。かなりタイトですね。 

○畑下総合教育部長 一応、今協定しているコルドバからあっせんしていただく形で準備は進め

てまいりますので、間に合うように進めてまいりたいと思います。 

○藪内委員 多分、もう準備は実際やっとかないと無理だと思いますけれど、８５人全員か、そ

れとも何人ぐらいが現実問題今の段階で準備というか、もう大体の話がつくじゃないですけど。

実際それぐらいじゃないとどう考えても間に合わないと思います。 

○畑下総合教育部長 今のところ、各学年１名なので、７５人一応集めていただくようにお願い

はしております。 

○藪内委員 お願いはしてるけど、普通ならばもっと前に決まってて、もう日本へ来る準備をし

ておかないと駄目ですよね。人がこちらで生活するわけですから、心の準備とかいろんな準備が

あると思う。本当は既に８５人確保できてますとか、あともう契約だけですみたいなところなの

か、いやいやまだお願いして今どんどん面接なりなんなりをしている段階なのかを教えていただ

ければ。 

○畑下総合教育部長 こちらのほうでは間に合うように準備は進めていっております。 

○青山副委員長 ７５人と言われたけど、こども園は現在１３名おられますけど、その１３名が

園へ回るということでよろしいですか。 

○畑下総合教育部長 現在の１３名の方が園ではなくて、その１３名の方も一緒に小・中、こど

も園とで配置されますから、今されてる１３名の方が全部園へということではございません。 

○青山副委員長 全部で８５名ということになりますよね、園を入れると。ということは、７２

名新たに採用するということになるんですか。 

○畑下総合教育部長 今後面接等こちらのほうで行いまして、調整していくことだと思います。 

 一応、こちらも必要な人数をお願いはしているんですが、その確保につきましてはまたこちら

で決めれるということなので。もし７５名来られても、こちらで１３名おられても、その分の配

置はこちらで行っていくということです。 

○青山副委員長 配置については、１３名がこども園に回るというんじゃないということは理解

しましたけど、７５名を採るということになると全部で８８名になりますけど、そのような採用

に来年度はなるんですか。 

○畑下総合教育部長 今のところは７５名ほどお願いしているという状態ですけれど、これから

どういう形で採用していくかはこちらで決めれることなので、その対応についてはまたこちらで
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検討する内容でございます。 

○青山副委員長 予算が６億４，０００円幾ら出てる。７５名を採用する、現在１３名おられる

んで、全部で８８名になる。今後どのようになるのか。 

○畑下総合教育部長 一応、予算上ではその分の確保はありますので、また全校配置の中でまた

例えば先ほど言った予算配分でここにはもう少し要るなというところにつけたりとか、そういう

配置の仕方になると思います。 

○青山副委員長 ということは８８名体制で来年度は行うということで理解すればいいですか。 

○畑下総合教育部長 あくまでも予算はそれだけは確保してあるということなので、来年の体制

どういう形になるかというのは今後こちらで決めていくと思います。 

○青山副委員長 予算を確保されるイコール計画的な人員配置等活用にならないとおかしいと思

う。ですから、そこのところをしっかりと説明していただけるようにお願いしたい。 

 予算決算審査委員会等ありますんで、説明をできるようにお願いしたいと思います。 

○草加委員 ７５名お願いされてるという返答の期限とかあるんですか。いつまでに返事をくだ

さいっていうか。 

○畑下総合教育部長 返答の期限はございませんが、こちらで相手方があっせんしてくださる方

で事務を順次進めていくという形にしております。 

○草加委員 ということは、向こうから７５名決まった段階で名簿のようなものが送られてくる

と。そこまで待つしかないということでしょうか。 

○畑下総合教育部長 準備を進めていく上でやり取りはしていって、そういう形で今こういうこ

とで進めていきますというやり取りはしております。 

○守井委員 要望なり考え方なりをお願いしたいと思います。 

 まず１点は、ＡＬＴ事業、そもそもの目標、そしてその目標がどのようなことで達成されてい

るかという評価をぜひ、それは年度年度によって多少変わってくるとは思いますけれども、ＡＬ

Ｔ事業の当初の目的とその評価がどのようになっておるかをぜひ検証していただきたいというこ

とで、だんだんその事業が充実に進むように、何となくやってるんじゃなくてそれをちゃんと評

価できるものを考えてもらいたいと。 

 例えばの話ですけど、子供たちの英語力はこんだけのことがこのぐらい上がりましたよとか、

どういうコンセンサスをするかというんはいろんな方法が、アンケートを取るとか、あるいはテ

ストをやるとか、いろいろいあるかと思うけれども、ＡＬＴ事業に対する評価を何か知恵を使っ

て評価していくということをぜひ考えていただきたいというのが１点であります。 

 もう一点は、１３人、今おられる方の中でも、人にはいろいろ差異がありまして、得意な部

門、得意でない部門、いろいろあるかと思うけど、このＡＬＴ事業に対してのその人となりの評

価といいますか、この人はこのＡＬＴ事業に対して最もふさわしい人だなというような感じがあ

る、あるいはこの人はＡＬＴ事業には難しいなという評価、その１３人なら１３人の中でもそれ



- 9 - 

ぞれの人となりの評価はしてあげなければいけないんじゃないかなと。できないから駄目という

意味じゃなしに、その人に対してはこういう能力がありますよというあたりのところをぜひ評価

して、人数がまた増えるということになれば余計にその辺のあたりの評価をそれぞれなりにぜひ

やっていただきたいと思っています。そういうことによってこのＡＬＴ事業を充実したものにし

ていくと。せっかくお金を使うんで、意義のあるものにやっていただきたいと思います。 

 それともう一つは、このＡＬＴ事業にはたくさんの人がこの地域に関わることになるというこ

とで、もし全員備前市に住んでいただければその人数分だけは人が増えるということになります

ので、ぜひ地域との、活性化とのつながりという面も含めて考えていただけることであればいい

のかなということで、要望なり、考え方なりですが、何か御意見ございましたらお聞きしたいと

思います。 

○畑下総合教育部長 目標と評価ということですけど、一般質問でもお答えしたとおり、許可の

一つで英検とか試していただいて、そういうところでいろいろどういうふうにできているかとか

がもう一つの指標だと思いますので、そういうことを使ったりしていければと思います。 

 それから、今までのＡＬＴの評価ですけど、これにつきましては毎年英語教育の中でそういう

先生方の評価っていうものも行ってますし、今度入ってくるＡＬＴの方々に対しましても、そう

いう部分についてはきちんと行っていく予定でございます。 

 それから、地域に関わっていかれるんではないかということですが、一応各学校区で住んでい

ただければって思っておりますので、地域にも十分関わっていっていただけるんではないかと思

っております。 

○立川委員 先ほどお尋ねしたが、先般２月の定例会でＡＬＴの配置で１４名という数字が出と

んですが、西鶴山、大内、香登から始まりましてこども園ですね。小・中高校まで１４名の配置

ということで公表されとんですけど、人数では１３でいいんですね。 

○畑下総合教育部長 伊里中学校と片上高校の先生は同じなので、現在、１３名です。 

○立川委員 ですから、１３名で１４校配置ということですよね。ダブってますから。教育委員

会ではどういう配置を取られておられるんですか。１３名ですけど、配置は１４校。伊里と片上

高校に配置ですよね、お一人。じゃ、１４校に配置という考え方でいいんでしょうか。あくまで

１３名で突っ張られるんですか。どっちですか。 

○畑下総合教育部長 配置につきましては、中学校５校は１人ずつおります、５人。そのうち、

先ほど言いました伊里中の方が片上高校を１人兼務している状態、小学校は１０校のうち２校の

兼務の方が４人おります。１校ずつが２人です。 

○中西委員長 部長、立川委員が聞いてるのは１３人で１４校の配置体制なんかどうなんかを聞

いとられると思う。 

○畑下総合教育部長 １３名で小学校１０校、中学校５校、高校１つと、それからこども園を兼

務してます。 



- 10 - 

○立川委員 さきの一般質問で教育委員会が回答しておられるのが、１４名でダブりが２校ある

と。こども園が２名配置ですね、現状。小学校が６名配置。中学校が５名配置。片上高校が１名

配置。これ入れると１５校になります。ただし、ＡＬＴは１４名と。１４校になりますので、１

３名でいいんですね。そういう配置の認識でいいでしょうねということです。さっきからいろん

な数字が出てますけど、１３名で１４校配置してますという確認でよろしいですか。 

○中西委員長 暫時休憩します。 

              午前１０時１５分 休憩 

              午前１０時１６分 再開 

○中西委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○畑下総合教育部長 小・中学校、高校で１６校あって、その中では１１名です。こども園が２

人で回しているっていう状態です、現在は。ですから、１３名です。 

○立川委員 ＡＬＴとして配置前の人数が１３名ですよと。だから、現在配置してるのは１３名

ですよ。ただ、該当してるのはこども園、保育園で担当が２名です。小学校が１０校ありますけ

ど、６名です。中学校が５校ありまして、５名です。高校が１校で１名と。だから、１４区分で

いえばそうなると思いますけど、そこに１３人配置してますというのが確認で、長いことかかり

ましたけど。 

 これがどう変わるかというのは今後お楽しみと。この点についてまた報告のときにお願いした

いと思います。 

 もう一点お尋ねしたかったのは、今お話が出ましたように職員として採用されるわけですか

ら、地域との関わり、地域の活性化ということもお話が出ておりましたので、これ教育委員会さ

んの考え方は大変よく分かります。昔英語、石川遼君ですか、スピードラーニングで。聞くのは

一番だと思いますけど、その姿勢は全く同感でございます。ただこれまた大きな宿題だと思いま

すが、そうやってＡＬＴが地域で生活する、じゃあ地域のお話はどうなんだと。教育委員会のお

考えは分かります。では、こども園、保護者、小学校保護者、御意見聞かれたかどうか、教えて

ください。意見交換されましたか。 

○畑下総合教育部長 これにつきましては、今後地域の方との関わりもこちらで計画しておる内

容でございますので、これからこちらに入ってこられる方、これからの協議の中でいろいろ進め

ていきたいと思っております。 

○立川委員 私お尋ねしたのはこの計画のときに地域の参画であったり、保護者の御意見を聞か

れましたかという質問だったので、それに対して今後聞いていきますということは全くなかった

という解釈になりますが、そういう解釈でよろしいでしょうか。 

○畑下総合教育部長 今後はちゃんと協議してまいります。 

○立川委員 昔ありましたけど、何とも言いようがないですけど、本当に教育委員会学習しまし

ょうよ。いろんな面で説明不足。皆さんの意見聞きましょうとおっしゃってるわけですから、こ
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ういう大規模といったら失礼ですけど、季節労働者並みの採用するわけですから、さっき御心配

がございましたけど、地域とのトラブルも可能性あります。すんなり受け入れてもらおうと思っ

たら地域にこういうことでやりますんで、応援いただけますかというお話、それから保護者もそ

うですよね。うちの子は英語習わせたくないという人もいらっしゃるかも分からない。お子さん

もそれぞれスタートラインが違いますから、多様性ですから。スタートラインが違うのにいきな

り教育委員会はこれやりますよというのはいいことには違いないですけど、御意見聞きましょう

よ、計画の前に。 

 これをもう今言ってもしょうがないんで、今後何かそういうお話をされるということだったん

で、それについて具体的な計画はありますか。例えば、今出ました１０園、こども園、小学校、

それから地域いろいろありますけど、どういったアプローチをされるんでしょうか。もう日にち

がないですよ。２１日に議決したらもう一週間しかないですよね、正味。１０日ありますけど、

土日がございますので。採用のほうは忙しいでしょうけど、それって地域にも説明ができるんで

すか。 

 小学校や中学校はもう春休みに入っちゃいますよ。その辺とても気になるけど、その辺の計

画、今後の今部長おっしゃいましたように説明もしていくということなんで、スケジュールを聞

かせていただけたらと思います。 

○畑下総合教育部長 先ほど、入ってこられたらすぐにということではなくて、こちらのほうで

ＡＬＴたちの研修も行っていきますので、そういった中でそういう協議も含めてやっていきま

す。 

○立川委員 ＡＬＴの教育じゃなくて、ＡＬＴはそちらでされたらいいと思います。タイトでし

ょうけど、承認が取れればすぐ得意のＺｏｏｍとかでされるんでしょうけど、面接も。とても呼

んでする時間もないでしょうし、Ｚｏｏｍだと思いますけど、それはそれでいいです。ただ、そ

の期間にさっき言いましたこども園の説明とか、保護者、こども園に限らず保護者への説明と

か。地域に４月１日からの予定で、実際分かりませんけど、４月１日からさっき守井委員もおっ

しゃってましたけど、７５人が地域に入るんですよと。地域の皆さん協力してくれますかってい

うようなコンセンサスをつくる、そのスケジュールをお尋ねした。 

○畑下総合教育部長 そちらにつきましても、教育委員会の中で計画を立ててやっていきたいと

思います。 

○藪内委員 立川委員の話に付け足してですが、いろんな場面で説明がないというのがよく聞か

れる教育委員会ですが、これＩＢ教育も含めてこのＡＬＴ、その継続性、これよく説明してみん

なにも納得してもらってやっているかどうか、私これ１年や２年でやめるということになると混

乱するのは子供たちで、大人はどうにでも考えてたり、取りようでなりますけど、子供は何も知

らずに大人を信じて進んでいるわけですから、覚悟といいますか、これをやっていくんだと。い

いことならいいことでもっと説明しなきゃいけないし、悪いことでも説明しなきゃいけないし、
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その辺の覚悟といいますか、お考えをお聞かせください。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましても、子供たちのために両方ともやっていくべきことだ

と思いますので、計画性を持って今後も続けてやっていくように計画してまいりたいと思ってま

す。 

○藪内委員 そのようにお考えであるならばなおのこと、丁寧にじっくりと説明をしていただき

たいと思います。 

○中西委員長 ほかには。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、委員長も発言をしたいと思いますので、委員長職を副委員長に譲りたいと

思います。 

              〔委員長交代〕 

○青山副委員長 それでは、委員長の職務を代行します。 

○中西委員長 私は、地方財政措置、交付税措置を中心に何点かお伺いをさせていただきたいと

思います。 

 一般質問の答弁の中では外国語指導助手、つまりＡＬＴの活用に関する人件費部分だけではな

く、経費についても地方財政措置の対象とするという御答弁がありましたけども、どのように解

釈すればよろしいでしょうか。 

○杉田教育総務課長 それでは、お手元に資料のほうお配りさせていただきます。 

○青山副委員長 暫時休憩します。 

              午前１０時２６分 休憩 

              午前１０時２８分 再開 

○青山副委員長 再開します。 

○杉田教育総務課長 こちらの資料、地域の国際交流に基づいて招致した外国語指導助手等に係

る地方財政措置についてでございます。 

 真ん中のあたりになりますが、地方財政措置、普通交付税措置（都道府県分、市町村分）の内

容を御覧ください。 

 ２番は、令和５年度からの拡充部分になりますが、姉妹校提携など外国自治体等との各種分野

における交流に基づいて招致した外国語指導助手等の活用に要する経費（拡充）、対象が外国自

治体等、市長部局、教育委員会、姉妹校等との間で提携内容を確認できる書面による協定等に基

づいて任用した外国籍と職員であること、交流相手先自治体のあっせんまたは承認を受けて任用

した外国籍の職員であること、ＡＬＴ、ＣＩＲ、ＳＥＡに類する職務も行う者であることとなっ

ています。内容としましては、４月１日時点で任用しており、累計任用年数が５年未満である者

等もございます。 

 ということで、ＡＬＴの活用につきましては人件費と併せて経費も対象になっていると把握し
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ております。 

○中西委員長 資料をありがとうございます。大変大切な私は資料だと思っています。 

 その上で、私もこの活用に要する費用はどのように算定されるのか、あるいはどこまでその経

費について認定されるのか、金額は幾らなのか疑問を持っておりました。 

 先般、岡山県の国際交流課に確認をしましたところ、岡山県の国際交流課ではこの要する費

用、経費について範疇、ある金額については承知をしていないと。つまり中央省庁から御連絡が

ないので、国際交流課としては全く存じ上げていないという御返事でした。 

 そこで、国際交流課の人と話をしてみますと、実は備前市の教育委員会から先般お問合せがあ

りましたと。市町村課の財政班になら連絡が行ってる可能性が、中央省庁からある可能性がある

ので、そちらのほうと御連絡を取ってくださいというふうに話がなったようです。 

 連絡を取ったところ、市町村課の財政班から備前市の財政課に御連絡があったようです。財政

課長とお話をしてみますと、どのくらいの費用、どのくらいの経費の中が認められるのかという

お話を聞くことができました。財政課の課長のお話ですと、人件費及び経費についておおむね１

人当たり４８０万円という金額を述べておられました。だから、全ての経費が認められるわけで

はないわけです。多分、財政班から私どもの財政課に連絡があって教育委員会も御存じだと思い

ます。予算審議のときに、人件費あるいは国際交流部分についてはそのときに予算の内訳につい

てはお伺いをしようと思ってます。 

 その上でお伺いをするわけですが、ここの最後のところで４月１日時点で任用しており、累計

任用年数が５年未満であること、ここんところが少し引っかかってくるわけです。つまり会計年

度任用職員として採用されるフィリピンの方は、４月１日の時点で備前市の土の上に立っている

んでしょうか。 

○畑下総合教育部長 立っているよう準備をしています。 

○中西委員長 ４月１日時点で備前市のこの大地の上に立ってるとすれば、採用試験はいつされ

るんでしょうか。 

○畑下総合教育部長 一応、議決をもらわないとこの予算が決定されないので、議決決定後に面

接等行っていきたいと思っております。 

○中西委員長 予算議決をするのは３月２１日金曜日ですよね。だから、４月１日までの間でし

なければいけない。そうなると、残された日にちは大変タイトな日にちで、なおかつフィリピン

からこの備前市の大地の上まで来るまでには何時間か時間がかかるわけです。先方の方もこちら

に来るとなればそれなりの準備も必要かと思うが、その点はいかがでしょうか。 

○畑下総合教育部長 それにつきましても準備を進めております。 

○中西委員長 ２１日議決をして、４月１日にその採用者、会計年度任用職員がこの大地に立つ

ことはなかなか困難だろうと。つまり、採用試験なんかないに等しいようなものではないかと思

うが、それはいかがでしょうか。 
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○畑下総合教育部長 市の会計年度任用職員につきましては、面接等行って選考試験を行います

ので、それは必ず行います。 

○中西委員長 ２１日から４月１日、４月１日のときにはここに立ってるわけですから、つまり

３月の末日にはもう試験は終わってるということにならなければならない。現実可能なものとは

思えないわけですが、そこで一つお尋ねしておきます。 

 昨年のＡＬＴの採用試験は日本語でされたとお伺いをしております。大変話題になっていたの

を私は気になりました。今回も日本語で採用試験をされるんでしょうか。 

○畑下総合教育部長 日本語につきましてもできるのを確かめますし、国際教育のほうで教育部

グループに英語も日本語もいける者がおりますので、そういう者を対象に行っていきたいと思い

ます。 

○中西委員長 タイトなスケジュールの中で７５人を採用するのに日本語がどうか分からない。

国際教育課の中でいる職員で対応するとしてもなかなか対応は困難じゃないですか。 

○畑下総合教育部長 課の中で協力して行っていきたいと思います。 

○中西委員長 昨年度のＡＬＴの採用に関しては、日本語もできる、こちらで生活支援をしなく

てもいいＡＬＴを採用するんで、経費はかかりませんと、こういう教育委員会の御答弁でした。

１年たつと日本語のできないＡＬＴもいます。たくさん来られるわけですね。 

○畑下総合教育部長 基本的に日本語はできる方をお願いはしているので、全くできないという

方ではないとは思います。 

○中西委員長 そうはいっても去年日本語ができて、日本で生活できてて生活に支障はないとい

うＡＬＴを採用しておられますけども、中には日本語があまり得意ではないんですよと言われる

方もおられましたよね。今回は、そういう質はどう担保されるんですか。 

○畑下総合教育部長 そういうこともございますので、こちらできちんと面接等を行って、そう

いう部分については見ていこうと思っております。 

○中西委員長 生活支援は必要ではないということですか。 

○畑下総合教育部長 生活支援については人数も人数ですので、全く必要がないというわけには

いかないとは思います。 

○中西委員長 その生活支援はどのように行われるんでしょうか。 

○畑下総合教育部長 そういう部分は委託をして、業者を決めて行っていこうと思います。 

○中西委員長 その委託部分についても積算の根拠をまた予算決算審査委員会のときにお伺いを

したいと思います。 

 今までの総務省の示す４月１日時点で任用しており、なおかつ累計任用年数が５年未満の者で

あること、つまりフィリピンから新たに来られる方はこの累計任用年数が５年未満であるという

ところに合致するかと思う。しかし、現在１３人雇用している方についてはある意味ではこの累

計任用年数、ここのところはクリアするんでしょうか。 
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○畑下総合教育部長 現在、１３名の方はこの措置の対象にはなっておりませんので、今回新た

にフィリピンとのこの交流協定の中で来られる方でございます。 

○中西委員長 これはまた、予算委員会のときに積算の根拠の中でお伺いをさせていただきたい

と思います。 

 このＡＬＴの方については、例えば片上小学校に配置される方は片上地区にお住まいになる、

三石小学校の方は三石地区にお住まいなる、この４月１日時点でその方のお住まいは確保できて

るんでしょうか。 

○畑下総合教育部長 これにつきましても、協力してこちらのほうへ、なるべくその地区へお願

い、お願いというか、それで準備は協力してやっているんですが、住むところがなかなかない地

区とかもございますので、難しい地区もございますが、なるべくその学校区内で住んでいただく

準備はしております。 

○中西委員長 どこがそんな準備をしてるんでしょうか。私は、教育委員会の皆さんお忙しい、

あるいはその年度末で到底そういうことはできてないんじゃないかと。この３月いっぱいにそれ

をしなければ、備前市に大きな旅行かばんを持って立つことはできませんし、毎日それこそテン

トで暮らすのか、お住まいのことはそうだとすれば責任を持って確保しなければいけない。誰が

どのような準備をこの３月の時点でしておられるでしょうか。 

○畑下総合教育部長 現在、包括連携協定を結んでいる先がありますので、そちらと協力してお

願いをしてやっています。 

○中西委員長 その会社は何という会社ですか。 

○畑下総合教育部長 アチーブゴールさんです。 

○中西委員長 その包括連携協定を結んで、しかしアチーブゴールさんが動いてるわけですけど

も、その報酬は３月では支払いがされませんよね。４月以降の予算議決を経てからのものなるわ

けですけど、そこはどのようにお考えになっておられますか。 

○畑下総合教育部長 コルドバ町からあっせんされた業者がこちらになりますので、そちらにつ

いてもその町からあっせんされる、そういうＡＬＴのことにつきましては協力してやっていただ

けるということでお願いをしております。 

○中西委員長 アチーブゴールはフィリピンに自前の学校を経営しておられると。この間、教育

委員会はコルドバ町にある語学学校とか、周辺にある公立の大学から来るということをおっしゃ

っておられましたけど、これは主にどこの学校からフィリピンの方はお見えになられるんでしょ

うか。 

○畑下総合教育部長 アチーブさんも学校は持たれてますので、そういうところから、どこの学

校というわけではないですけど、こちらのほうの条件に、先ほど日本語で話ができるとか、教員

免許を持っておられるとか、そういう条件の下でそういう方をあっせんしていただいておりま

す。 
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○中西委員長 つまり、あっせん業者が経営する学校からＡＬＴが送られてくるということにな

るんですか。その方を採用するということになるんですか。これは二重取りじゃないですか。 

○畑下総合教育部長 あくまでも紹介をしていただくだけなので、こちらとしてはその国からそ

ちらの業者を通じて紹介していただいた方をこちらで面接して、よければ採用していくという形

になります。 

○中西委員長 しかし、先ほどからお話がありましたように、生活には多少の難があるんで、生

活指導を行うと。それはアチーブゴールさんにお願いをすると、委託料でするということでした

から、アチーブゴールからのあっせんを受けて、なおかつ生活の面倒を見る、つまり二重取りじ

ゃないかということを指摘したけども、それはいかがですか。 

○畑下総合教育部長 委託につきましては、まだこれからプロポーザルをかけようと思っており

ます。 

○中西委員長 包括連携協定を結んでるんですから、多分アチーブゴールになるという私は大前

提の話だと思います。その結果はまた楽しみにしておきますけども、もう結論が出てる話ではな

いかと思います。 

○青山副委員長 委員長を委員長にお返しします。 

              〔委員長交代〕 

○中西委員長 審議中途ですが、暫時休憩いたします。 

              午前１０時４６分 休憩 

              午前１０時５５分 再開 

○中西委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 ＡＬＴについてはもうありませんね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それ以外の議題で皆さんから何かありましたら。 

○青山副委員長 香登こども園の移設についてですけど、１月２６日にも意見交換会をされたと

いうことですけど、進捗状況と今後どのようなロードマップ、計画されとんか教えてください。 

○文田幼児教育課長 前回、２月の厚生文教委員会でも御報告いたしましたとおり、１月２６日

に検討会議を開催いたしました。年度内にもう一度ということで、今月末にもう一度開催の予定

をしております。ただ、進捗状況といたしまして今後のロードマップというか、予定ですけれど

も、今のところ何も決定しているものでもないですし、検討会で地域の方の御意見なども拾えた

らいいかなと思っています。継続して進めていかなくてはならないかなとは思っております。 

○青山副委員長 一度白紙に戻ったものをこれからまたいろんな意見を聞きながら組み立ててい

くということですけど、時間のかかることだと思います。 

 先ほど来ありますように、予算をつける、議案に上る前に委員会とかにも早めにお知らせして

いただける体制でお願いしたいと思うが、いかがでしょうか。 
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○文田幼児教育課長 今回の当初予算で幼保一体型施設の予算２００万円の委託料を上げさせて

いただいております。それにつきまして、予算決算審査委員会で審議していただいたらよろしい

かと思うんですけれども、今年度調査委託料として５年度からの繰越しのものがあったと思うん

ですけれども、このたび新年度になりましたらそちらもなくなりますので、継続して審査してい

くための資料をつくったりとか、そういったもののための予算として上げさせていただいており

ますので、また予算決算で御審議いただけたらと思っております。 

○青山副委員長 １００万円がそれに当たるということで、今後も継続してという形を取られる

ということでよろしいですね。 

○立川委員 以前の計画は白紙に戻ったというお話だったが、そういう認識でよろしいですか。 

○文田幼児教育課長 地域の説明会や検討会議でも説明させていただいておるんですけれども、

小学校の校庭への建設だったりとか、そういったところについては今のところもう検討から外し

ているというところでございます。 

○立川委員 前案については一応白紙、検討から外すと。新しい提案をしていく方向という確認

でよろしいでしょうか。 

○文田幼児教育課長 以前より委員からも御意見ありましたように複数案をという御意見をいた

だいておりますので、そういったところで提案させていただいて、御協議いただけたらと考えて

おります。 

○中西委員長 この問題についてはほかにありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次にお伺いしたいことがあれば。 

○青山副委員長 先日、子供たちの運動時間についての報告があったけど、小学校でいうと休

日、中学校でいうと平日あるいは休日、全国平均と比べてかなり低いという結果で驚いたけど、

この年代については生涯の運動やスポーツに関わる入り口ということで、学校では体育の面でし

っかり指導されてると思うけど、あれが体育以外ということだったんで、今後の取組について何

かありましたらお願いしたいと思う。 

○谷口小中一貫教育課長 今各校でも分析と、今後の対応を考えておる最中でございます。授業

での運動量の確保、それから生涯スポーツの観点を持った教科指導に併せまして、学校活動、そ

れがさらにそれぞれのおうちに帰っての生活習慣にも結びつくものが考えていけたらと思ってお

るところでございます。 

○青山副委員長 特に学校の授業終わってから放課後とか、週末の休みの関わり方だと思うけ

ど、最近はよく分かりませんけど、以前は家へ帰って外遊びじゃなくて家の中でゲームをすると

いう時間が増えて、それが一つの原因で運動不足あるいは運動離れがあるということをお聞きし

ました。 

 私もサッカーの指導をしてて、オランダに指導の勉強に行かせていただいたときに、オランダ
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はサッカーでもかなり実績のある、あるいは多くの人が関わっているスポーツですけど、そこで

も小さい頃の外遊びがないんで、それを誘導するのにサッカー協会が仕掛けて遊び的な、ゲーム

的な内容、ストラックアウトのようなこととか、ジクザグドリブルをして時間を計っていろんな

種目を点数化して、それによって何か景品がもらえたりするようなことをやって、わざわざ子供

たちを外遊びに引き出せることをしてるということも見てきました。何かそういう仕掛けが要る

かなと思いますので、その辺も含めて考えていただけたらと思います。いかがでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 地域のイベントの企画運営が我々もなかなか踏み込めないところもあ

るんですけれど、そういう地域のスポーツ行事等にも参加しやすい連携は模索していく必要があ

るのかなということを改めて思いました。 

○青山副委員長 スポーツの部分については文化スポーツ部ということで教育委員会から離れた

けど、ぜひそことも連携を取ってやっていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

○立川委員 文化スポーツ部の地域移行課が部活動の地域移行を担っておられると思いますが、

その辺小中一貫、学校側との関わりがもう一つ明白に見えないですけど、こっからそっちに任す

よ、ここは学校教育の一環よ、もう部活の場合時間外といいましょうか、放課後という言い方が

いいか分かりませんけど、そこからは知らないよというふうな関わり先、連携というお話があっ

たけど、その辺についてどういう見解なんか、教えていただけますか。 

○谷口小中一貫教育課長 学校での今の子供たちのニーズであったり、それから活動の様子とい

ったものは随時我々も、必要に応じて校長会ともタイアップしながら地域移行課とも協議をして

おるところでございます。実際に地域の団体とかとの折衝は地域移行課が中心となって行ってい

るんですけど、その中で子供たちの実態とかニーズ、願いといったものとうまいこと折り合いを

つけながら進めていくというところは今後も引き続き関わっていきたいと思っております。 

○立川委員 情報交換会といいましょうか、情報協議というんでしょうか、そういったのは定期

的には持たれる予定はあるんでしょうか。それとも、ニーズが出たときだけ。 

○谷口小中一貫教育課長 現在、定期的にというところは行っておりませんが、もうその都度必

要に応じて同じ５階のフロアにおりますので、担当同士で話をしたり、我々課長同士で話をした

りということをしながら情報交換したり、相談したり日常的に行えるように努めております。 

○立川委員 そういった意味では階が同一階になって、素早い情報交換していただけたらいいで

すけど、特有のここはあんたところやで、ここはうち知らんでということだけないようにしっか

り連携をお願いしときたいと思います。 

○中西委員長 ほかにはございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、以上で所管事務調査を終わりたいと思います。 

 以上で厚生文教委員会を閉会いたします。 

              午前１１時０８分 閉会 


